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2018 年 4 月、立命館大学食マネジメント学部が誕生した。食の総合的研究を行う日本で初めての学部である。そ
して今般、この学部を母体として、学術研究およびその成果の発表・普及を目的とする食マネジメント学会が設立さ
れ、その機関誌として「立命館大学食科学研究」を発刊するはこびとなった。
はじめに、本誌のタイトルを「食科学研究」と名づけたことについて述べておこう。
食の研究というと、従来は家政学、しかも栄養学や調理学に偏った学問分野で行うものと考えられがちであったが、

石毛直道が 1980 年に「一つの独立した食の学―『食学』―というものを考えていかなければならない」1）と述べた
のを皮切りに、1991 年に和仁皓明が「『食の文化』を体系的に考察しようということになると、自然科学、人文科学、
社会科学の諸分野にまたがる複合科学、または学際的分野を対象としなければならない」2）と主張するなど、食を一
つの学問として、自然科学だけでなく人文・社会科学とあわせた総合的な研究の必要性が認識されてきた。そして、
2018 年には、研究者だけでなくあらゆる当事者の関与による食の「知の統合」を目指す和食文化学会が設立されて
いる 3）。さらに近年は、日本において「『食べる』を丸ごと担う」として、食産業の分野で幅広く活躍できる人材を
育成する学部や学科、コースを、各地の大学が相次いで新設していることが伝えられているが 4）、私たち立命館大学
食マネジメント学部は、まさに、その先頭に立っているのである。
しかし、食を総合的に研究する学問については、「食学」、「食文化学」などの用語がないわけではないが、その学

問領域としての名称は確立していないようである。私たち立命館大学食マネジメント学部では、食にかかわる総合的
な研究を行う学問領域を「食科学」と名づけることにした。食科学というと、自然科学の一部と誤解されるという危
惧もあるが、人文・社会科学という用語があるので、人文・社会科学と自然科学を総合する学問領域としての名称と
いう意味をこめたものである。
食の総合的研究については、アメリカではフード・スタディーズ（Food Studies）とよばれているが、私たちの学
部が連携しているイタリア食科学大学（Università di Scienze Gastronomiche di Pollenzo）やル・コルドン・ブルー
（Le Cordon Bleu）では、その研究をガストロノミー（Gastronomy）とよんでいる。ガストロノミーは日本では美
食と訳されるが、ヨーロッパにおいてはブリア＝サヴァラン（Brillat-Savarin）が「ものを食べる存在である人間に
関するあらゆる知識を、体系的に理論づけたものである」と定義しているように 5）、もともとは「食の体系的な知」
を指している。そこで私たちは「食科学」を英語名ではGastronomic Arts and Sciences とすることにした。
ちなみに食マネジメント学部設置の前に、立命館大学の食研究を推進する拠点として、2014 年 1 月に「国際食文

化研究センター」が設立され、2018 年 4 月から「食総合研究センター」に発展的に改組された。その英語名も、
Research Center for International Gastronomic Sciences から　Research Center for International Gastronomic 
Arts and Sciences と改称された。食マネジメント学部は、この研究センターとともに、これまでも国際シンポジウ
ムや研究会を共同で開催してきたが、今後は本学会としても食の総合的研究のために足並みを揃えて協力しあってい
くことにする。
次に、本誌の性格について述べてみる 6）。
一つは、本学部の学術研究の成果を発表する「学術情報誌」という性格である。学術情報には、もちろん研究成果
としての論文がある。できれば食科学という名にふさわしく、食に関する複合的な視点からのオリジナルな研究論文
が多く出されることを願っている。しかし、この第一次的な学術情報としての研究論文だけでなく、それをめぐり二
次的に発生する、要約、抄録、紹介、翻訳、批判、書評などもある。本誌は、すでに発表された論文、学術報告のみ
なおし、再吟味、再検討、復習、すなわち英語でいう review とともに、予報、経過、報告、構想、計画など、論文
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に先行する preview とでもいうべきものも包み込むものとしていきたい。ことに、研究論文は、それができあがる
までにさまざまな試行錯誤の過程があり、予備的な研究活動がある。その段階での情報をおたがいに交換できたら、
総合的な研究をすすめるうえに、どれだけ効果があることだろうか。この種の情報も、積極的に投稿していただきた
い。
もう一つは、「専門広報誌」という性格である。本学会および食総合研究センターでの研究活動に関する情報を、
食の研究に携わる人たちに連絡・通報するための役割も担うことにしたい。
そこで、本誌への投稿者は、本学会の会員である本学の教員、学生・大学院生・研究員、学外の会員などだけでな
く、編集委員会が特に執筆を依頼した者、その他編集委員会が適当と認めた者にし、広く投稿を募ることにした。そ
のことによって、教員、学生・大学院生をはじめ、食に関るさまざまな人たちの「食の知」を対等な立場で議論しな
がら、食を総合的に研究していく場として本誌を活用していただきたいと願っている。
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